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香粧品の歴史（生い立ち）
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Japanese Cosmetic Science Society Inaugurated an Epoch
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は じ め に

学会編集委員長より学会史についてそのひとこまにつ
いて何か書いて欲しいとの依頼がありました。種々事情
があり少しばかり時間が欲しいとお願いしましたが，既
に刊行がプログラムされているとのことでやむなくお引
き受けしたのですが，同時に参考までにと送られて来た
当学会名誉会員の能﨑章輔氏の“学会の設立と香粧品学
会への衣替え”を読んで，もう私が敢えて書く必要はな
いと正直思いました1）。1976年の当学会の発足当初から
関わって来た言わば準チャーターメンバーの一人とも言
える氏は工業会・技術者会の要職を務めた斯界の功労者
でもあり合わせて当業界で活躍されたキーパースンでも
あっただけにその記述はこの学会の誕生から変化する時
代背景の中，幾多の困難を経て近日に至る経緯が大変要
領よく整理されて記述されています。
今回の学会からの要請に対しての学会史の全貌につき
ましては前述の能﨑氏に加え正真正銘のチャーターメン
バーとして貢献された松本光雄先生はじめ多くの諸先輩
の記述にお任せすることとし2）–4），私自身は，自らが学
会に関与し当学会の抜本的な改革に取り組まれた第 5代
理事長原田昭太郎先生の下，副理事長を拝命した時代に
起きた出来事を中心に記述することにしました。又同時
に自らが関わった歴史のひとこまの理解を深めるために
事務局の新井貴拡氏にお願いして学会の動向を経年的に
追跡し学会発足以来の各学術大会のメインテーマや同時
開催されたシンポジウムのテーマについてもレビューす
ることも試みました。又，当学会の開催する教育セミ
ナーもその時代の求めるものを反映していると考えられ
同時に概観してみることにしました。記述には余り厳密
なルールを設けず私の感ずるままに実施していますので
統一性を欠いていたり，ところにより漏れや輻輳がある
かもしれませんがこれも時間の制約ゆえとお許し頂きた
いと思います。
又当学会には既に 1995（平成7）年 5月 31日付で日本

香粧品科学会 20年記念号として「香粧品科学」が学会
誌の別冊特別号として発刊されており5），上記松本先生
も述べておられるように極めて網羅的で学会 20年の歴
史を知る上にとても良い参考になります。それらも参考
にしつつ学会の今まで辿ってきた道について私の感ずる
ところを含め以下に述べます。

1.　学会・業界の動向

学会の取り上げるメインテーマを辿っていくと世の中
の動向やそれに呼応する業界の動きが鮮明に把握できま
す。
学会の成立は本来 1977年 故 安田利顕先生が創刊号
で記述されておられるように化粧品の皮膚トラブルへの
対処にルーツを持つものであり，皮膚科医・薬学系研究
者と化粧品技術者研究者との接点で問題点を解消し，化
粧品の健常皮膚に対する効果効能を示す有用性への道が
示されています。
文末に引用する薬事日報社刊『化粧品の有用性』は化
粧品業界の研究・技術者らで組織された日本化粧品技術
者会で化粧品の効能・効果に多面的にまとめたものを皮
膚科医の武田克之先生（当時日本香粧品学会理事長）・
原田昭太郎先生（当時日本皮膚科学会理事長）それに薬
学系安藤正典先生（当時国立医薬品・食品衛生研究所部
長）の監修を経て出版したものですが6）～8）, ［注I～III］，折し
も業界・学会・行政で一体となって化粧品の有用性を証
明していこうとする機運が高まっていたことを示す有力
な文献と言えます。この気運については私がこの序文に
引き続いて述べていますので参照頂きたいと思います。
即ち高齢化の著しく進む咋近の社会にあって医薬品が
病気を治療する役割を演ずるのに対して化粧品は健常者
を対象にしてその美と健康を通じて言わばヘルスケアと
言った視点から予防医学的役割を演ずると主張していま
す。
又化粧品が近時様々な視点からその効能効果を実証す
る機運にあることが香粧品学会の大会テーマの流れから
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